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❖調査報告❖　マレーシア・ペナン島におけるチベット仏教寺院の展開：2018 年 9月調査

一
．
調
査
の
目
的

　
国
境
を
越
え
て
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
移

動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
今
日

的
状
況
に
お
い
て
、
他
国
で
の
国
内
避
難

民
あ
る
い
は
難
民
化
の
影
響
は
周
辺
国
や

受
入
国
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
⑴
。
避

難
民
・
難
民
の
生
存
確
保
が
第
一
義
た
る

緊
急
支
援
の
次
の
段
階
と
し
て
、
彼
ら
の

生
活
再
建
へ
の
支
援
が
あ
る
。
受
入
国
へ

の
負
担
を
最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
は
、

避
難
民
・
難
民
の
自
立
を
念
頭
に
、
彼
ら

の
経
済
基
盤
の
安
定
と
文
化
の
継
承
を
目

指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
が
肝
要
で
あ
る
。

常
居
所
を
追
わ
れ
た
人
び
と
の
流
出
先
で

の
自
立
的
生
活
再
建
の
延
長
上
に
受
入
国

住
民
と
の
平
和
的
共
存
社
会
の
構
築
が
可

能
と
な
る
。

　

国
家
主
権
、
国
連
の
機
能
、
人
権
と

い
っ
た
問
題
群
が
絡
ん
で
な
お
、
現
在
に

お
い
て
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
国
際
問
題

の
一
つ
に
チ
ベ
ッ
ト
問
題
が
あ
る
が
、
現

在
、
世
界
に
は
一
二
万
人
の
亡
命
チ
ベ
ッ

ト
人
が
い
る
。
各
地
の
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人

は
受
入
国
内
で
集
住
し
、
経
済
活
動
を
安

定
化
さ
せ
る
と
同
時
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
文

化
を
紐
帯
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
・
維
持
・
再
生
産
を
す
る
場
を
形
成
し

て
い
る
。
文
化
的
紐
帯
を
保
持
し
つ
つ
定

住
地
（
旧
難
民
キ
ャ
ン
プ
）
を
基
盤
と
し

た
自
立
的
経
済
活
動
を
推
進
す
る
亡
命
チ

ベ
ッ
ト
人
は
「
難
民
界
の
優
等
生
」（
田

中
二
〇
〇
二
）
と
称
さ
れ
て
き
た
。
イ
ン

ド
は
最
大
の
チ
ベ
ッ
ト
難
民
受
入
国
と
し

て
文
化
・
社
会
・
政
治
的
役
割
を
担
っ
て

き
た
。
一
〇
万
の
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
が
暮

ら
す
イ
ン
ド
国
内
に
は
、
三
九
ほ
ど
そ
う

し
た
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
の
定
住
地
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
世
界
に
拡

散
す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
、
定
住
地
を
経
由
し
た
第

三
国
へ
の
再
定
住
や
外
国
へ
の
出
稼
ぎ
・

移
住
も
増
え
て
い
る
。
一
九
五
九
年
の
最

初
の
難
民
流
入
以
来
、
四
半
世
紀
以
上
が

経
過
し
て
い
る
現
在
、
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人

の
移
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ど
の
よ
う
な
変

化
が
起
き
て
い
る
の
か
を
、
よ
り
豊
か
な

生
活
を
求
め
る
と
い
う
「
生
計
戦
略
」
の

観
点
か
ら
解
明
す
る
作
業
が
重
要
な
研
究

課
題
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
筆
者
は
、
現
在
、

三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
「
亡
命
チ

ベ
ッ
ト
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
遷
と
生
計

戦
略
と
し
て
の
移
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今

日
的
展
開
」（
二
〇
一
七
年
～
二
〇
一
九

年
度
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
一
八

年
度
は
、
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
の
移
住
先
の

一
つ
と
し
て
最
近
注
目
を
集
め
る
マ
レ
ー

シ
ア
で
の
調
査
を
実
施
し
、
新
規
で
流
入

す
る
チ
ベ
ッ
ト
人
お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

関
係
者
と
在
来
の
仏
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
近
隣
居
住
者
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
知

見
を
得
、
移
住
の
足
が
か
り
を
形
成
し
つ

つ
あ
る
過
程
と
基
礎
的
情
報
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
は
調
査
の
概
要

を
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
の
展
開
に
し
ぼ
っ

て
記
述
す
る
。

二
．
調
査
の
概
要

　
調
査
は
二
〇
一
八
年
九
月
一
七
日
～
二

四
日
に
、
調
査
地
を
ペ
ナ
ン
島
に
選
定
し

て
実
施
し
た
⑵
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
系
・
中
国
系
・

イ
ン
ド
系
、
そ
し
て
多
数
の
部
族
に
分
け

ら
れ
る
先
住
民
族
で
構
成
さ
れ
る
人
口
約
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榎
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三
、
〇
〇
〇
万
人
の
多
民
族
国
家
で
あ
る

［
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
］。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
仏
教
は
イ
ス

ラ
ム
教
に
次
い
で
二
番
目
に
多
く
信
仰
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
の
セ
ン
サ
ス
で

は
国
教
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
す
る

人
々
の
割
合
は
六
一
・
三
％
で
、
そ
の
次

が
仏
教
で
一
九
・
八
％
を
占
め
る［
マ
レ
ー

シ
ア
政
府
統
計
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
］。
仏

教
信
者
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
構
成
は
一
九
八
〇

年
以
来
基
本
的
に
同
じ
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
華
人
が
全
体
の
九
八
％
、
残
り
二
％

弱
は
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ

系
信
者
か
ら
成
っ
て
い
る
［
黄
二
〇
一

〇
：
二
五
二
］。

　
マ
レ
ー
シ
ア
統
計
局
の
二
〇
一
〇
年
セ

ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
ペ
ナ
ン
州
の
人
口
は

一
七
〇
万
人
、
ペ
ナ
ン
島
の
人
口
は
七
〇

万
人
程
度
で
、
そ
の
う
ち
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ

ン
は
三
〇
万
人
、
住
民
に
は
華
人
の
割
合

が
高
く
、
次
い
で
マ
レ
ー
系
、
イ
ン
ド
系

タ
ミ
ル
人
が
多
い
。
イ
ス
ラ
ム
教
、
仏
教

（
大
乗
仏
教
・
上
座
部
仏
教
な
ど
）、
道
教
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
英
国
国

教
会
、
シ
ー
ク
教
な
ど
、
き
わ
め
て
多
様

な
宗
教
施
設
が
集
中
し
て
い
る
。
ペ
ナ
ン

島
北
東
部
ア
イ
ル
イ
タ
ム
の
丘
上
に
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
最
大
の
仏
教
寺
院
た
る
極
楽

寺
⑶
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
柄
を
活

用
し
、
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
の
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
徒
も
活
動
拠
点
を
築
い
て
い
る
。

図 1　マレーシア地図

図 2　ペナン州地図

写真 1　極楽寺仏塔写真 2　極楽寺境内の様子 1写真 3　極楽寺境内の様子２（売店付近）
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❖調査報告❖　マレーシア・ペナン島におけるチベット仏教寺院の展開：2018 年 9月調査

二-

一
．
ペ
ナ
ン
・
サ
キ
ャ
仏
教
協
会

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
サ
キ
ャ
派
系
寺
院
で
、

幹
事
長
を
務
め
る
L
氏（
中
華
系
マ
レ
ー

シ
ア
人
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、

当
該
協
会
は
、
主
と
し
て
中
華
系
マ
レ
ー

シ
ア
人
を
中
心
に
二
〇
一
一
年
ご
ろ
に
設

立
さ
れ
た
が
、
信
者
数
や
資
金
規
模
を
勘

案
し
て
、
ま
だ
寺
院
を
建
設
せ
ず
、
建
物

の
一
室
を
修
練
会
場
と
し
て
教
義
習
得
を

優
先
し
て
活
動
し
て
い
る
。
折
に
触
れ
、

イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
人
高

僧
が
来
訪
し
説
法
す
る
な
ど
し
て
、
教
義

理
解
を
深
め
て
い
る
。
日
常
は
、
習
熟
度

の
高
い
人
に
先
導
役
を
務
め
て
も
ら
っ
て
、

各
人
が
自
ら
の
学
習
を
深
め
て
い
る
。

二-

二
．
カ
ダ
ン
パ
仏
教
文
化
寺
院

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
バ
ッ

フ
ァ
ー
・
ゾ
ー
ン
の
商
業
区
内
に
立
地
す

る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
ク
派
系
寺
院
で
、

一
〇
年
ほ
ど
前
に
現
在
の
地
に
設
立
さ
れ

た
。
寺
院
の
責
任
者
で
あ
る
門
主
は
台
湾

人
で
、
台
湾
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
（
マ

レ
ー
シ
ア
首
都
）
お
よ
び
イ
ポ
ー
（
首
都

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
か
ら
北
西
に
二
〇

〇
㎞
）
を
主
な
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
き

た
が
、
ペ
ナ
ン
島
に
カ
ダ
ン
パ
寺
院
を
建

設
し
て
か
ら
は
、
ペ
ナ
ン
島
ジ
ョ
ー
ジ
タ

ウ
ン
が
観
光
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
重

点
活
動
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。
信
者
は
地

元
の
華
人
が
多
く
、
当
該
寺
院
が
主
催
す

る
祭
祀
が
開
催
さ
れ
る
際
に
は
数
百
人
規

模
で
人
々
が
集
ま
る
と
い
う
。
門
主
で
あ

る
僧
侶
が
台
湾
人
で
あ
る
か
ら
そ
の
影
響

か
、
当
該
寺
院
の
教
義
が
そ
う
で
あ
る
の

か
、
神
秘
主
義
的
な
要
素
を
強
く
持
つ
展

示
物
と
書
籍
が
多
数
あ
っ
た
。

二-

三
．
サ
ム
エ
・
ド
ド
ゥ
ル
・
リ
ン
僧
院

　
ペ
ナ
ン
国
際
空
港
に
隣
接
す
る
エ
リ
ア

に
立
地
す
る
二
〇
一
七
年
に
建
設
さ
れ
た

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ニ
ン
マ
派
系
の
寺
院
で
、

責
任
者
の
門
主
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
長
ら
く

居
住
し
て
い
た
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
で
あ
る
。

当
該
寺
院
以
外
に
も
、
ア
メ
リ
カ
、
台
湾
、

マ
レ
ー
シ
ア
（
主
に
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
）
に
も
拠
点
が
あ
り
、
数
か
月
ご

と
に
各
拠
点
を
移
動
し
な
が
ら
布
教
活
動

を
し
て
い
る
。
門
主
が
不
在
の
間
は
、
同

じ
く
ネ
パ
ー
ル
在
住
で
あ
っ
た
二
名
の
亡

命
チ
ベ
ッ
ト
人
僧
侶
に
管
理
・
運
営
を
任

せ
て
、
日
々
の
勤
行
や
仏
教
行
事
を
執
り

行
っ
て
い
る
。
日
々
の
勤
行
は
朝
夕
実
施

さ
れ
る
が
、
一
〇
～
三
〇
名
の
信
者
が
参

加
し
、
火
曜
日
と
土
曜
日
の
特
別
勤
行
お

よ
び
満
月
に
ち
な
ん
だ
仏
教
行
事
が
あ
る

時
に
は
数
十
人
規
模
の
信
者
が
集
結
す
る

由
。
寺
院
の
立
地
す
る
土
地
は
、
マ
レ
ー

華
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
寄
進
し
た
。
信

者
の
多
く
も
中
華
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
で
あ

る
。

写真 5　寺院入口付近の装飾 写真 4　カダンパ仏教文化寺院の立地

写真 6　外観（入り口）
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二-

四
．
ペ
ナ
ン
島
に
お
け
る

　
　
　
　
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺
院
の
展
開

　
上
記
三
つ
の
寺
院
い
ず
れ
も
が
、
ペ
ナ

ン
島
進
出
に
先
立
っ
て
、
台
湾
で
の
活
動

経
験
を
有
し
、
活
動
の
拡
大
に
伴
っ
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
で
あ
る
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
も
し
く
は
ペ
ラ
州
の
州
都
イ
ポ
ー

が
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
最
初
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。
ペ
ナ
ン
島
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
第
二
の
拠
点
的
な
意
味
あ
い
で
建
て
ら

れ
て
い
た
。
僧
侶
は
、
カ
ダ
ン
パ
を
除
い

て
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
の
僧
侶
が
責
任
者
で
、

現
地
へ
の
布
教
活
動
の
ほ
か
、
既
に
東
南

ア
ジ
ア
に
築
い
て
い
る
拠
点
へ
の
巡
回
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　
ペ
ナ
ン
島
は
華
人
が
多
く
、
比
較
的
治

安
状
況
が
良
い
こ
と
に
加
え
、
生
活
面
で

の
住
み
や
す
さ
か
ら
外
国
人
の
居
住
者
お

よ
び
観
光
客
が
多
い
土
地
柄
で
あ
る
。
ユ

ネ
ス
コ
遺
産
登
録
以
後
（
二
〇
〇
八
年
）、

観
光
客
を
見
込
ん
だ
土
産
物
屋
も
多
数
進

出
し
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
ア
ー
ト
な
ど
、
土

地
の
魅
力
を
生
か
し
た
観
光
ア
ピ
ー
ル
に

も
熱
心
な
土
地
柄
で
あ
る
た
め
、
外
国
人

が
、
存
分
に
知
的
好
奇
心
を
発
揮
し
安
全

に
調
査
・
就
学
が
出
来
る
環
境
が
整
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
柄
を
活
か
し
、

中
国
語
を
活
用
し
て
生
活
・
活
動
で
き
る

点
が
、
チ
ベ
ッ
ト
寺
院
の
活
動
の
基
礎
に

な
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

四
大
派
の
う
ち
三
つ
の
寺
院
・
施
設
を
確

認
し
、
そ
の
運
営
に
関
わ
る
人
び
と
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
観
光
地
化
が
す

す
む
ペ
ナ
ン
島
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

寺
院
の
展
開
に
つ
い
て
は
有
益
な
情
報
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
チ
ベ
ッ
ト
人
僧

侶
や
中
華
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
在
家
信
者

や
関
係
者
か
ら
話
を
聞
け
た
半
面
、
生
活

の
場
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
を
選
択
し
た
亡

命
チ
ベ
ッ
ト
人
に
は
面
会
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
寺
院
関
係
者
の
話
で
は
、

そ
の
よ
う
な
亡
命
チ
ベ
ッ
ト
人
も
在
住
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
一
般
の
亡

命
チ
ベ
ッ
ト
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
は
向
後
の
課
題
と
し
た
い
。
今
後
も
継

続
し
て
、
亡
国
の
民
で
あ
る
亡
命
チ
ベ
ッ

ト
人
の
移
動
の
質
や
内
容
が
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
し
、
彼
ら

の
実
践
す
る
し
な
や
か
な
生
計
戦
略
お
よ

び
平
和
的
共
存
社
会
の
構
築
の
方
途
に
迫

る
こ
と
で
、
経
済
基
盤
の
安
定
と
文
化
の

継
承
を
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
建
の
在

り
方
を
模
索
す
る
モ
デ
ル
提
示
の
試
み
を

探
っ
て
い
く
。

［
注
］

⑴
難
民
と
避
難
民
の
違
い
は
、
国
境
を
越
え
た
か

否
か
と
い
う
点
だ
が
、
難
民
と
国
内
避
難
民

の
苦
境
は
同
質
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
共
通
の

支
援
対
策
を
執
る
こ
と
が
最
も
現
実
的
で
あ
る

［
U
N
H
C
R
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
］。

⑵
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成「
亡
命
チ
ベ
ッ

写真 7　マニ車写真 8　境内の様子写真 9　仏塔
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ト
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
遷
と
生
計
戦
略
と

し
て
の
移
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
日
的
展
開
」

は
二
〇
一
七
年
一
〇
月
か
ら
実
施
し
て
い
る

が
、
難
民
化
し
て
流
出
し
た
チ
ベ
ッ
ト
人
の

第
一
庇
護
国
と
し
て
機
能
し
て
い
る
イ
ン
ド

に
設
置
さ
れ
た
定
住
地
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
形
成
の
変
遷
お
よ
び
生
活
基
盤
の
安
定

化
に
関
し
て
も
調
査
し
て
い
る
。
イ
ン
ド

内
の
定
住
地
で
調
査
を
す
る
課
程
に
お
い
て
、

近
年
は
イ
ン
ド
や
ネ
パ
ー
ル
を
経
由
し
て
マ

レ
ー
シ
ア
、
と
く
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
を
擁
し
急
速
に
観
光
地

化
が
進
む
ペ
ナ
ン
島
へ
の
進
出
が
活
発
化
す

る
動
き
が
あ
る
と
聞
き
及
び
、
今
回
の
調
査

地
を
選
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑶
極
楽
寺
（
現
地
名
はKek Lok Si

）
は
一
八

九
一
年
に
設
立
さ
れ
た
客
家
系
華
人
が
資
金

を
提
供
し
て
建
築
さ
れ
た
仏
教
寺
院
で
あ
る
。

広
大
な
境
内
に
は
、
金
色
の
仏
像
や
巨
大
な

観
音
像
が
立
ち
並
び
、さ
な
が
ら
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
よ
う
で
あ
る
。
高
さ
三
〇
m
の
七
層
か

ら
な
る
仏
塔
が
有
名
。
下
層
部
が
中
国
、
中

層
部
が
タ
イ
、
上
層
部
が
ビ
ル
マ
の
様
式
と
、

三
つ
の
建
築
様
式
の
混
在
し
た
珍
し
い
仏
塔

で
、
内
部
に
は
一
万
体
の
仏
像
が
は
め
込
ま

れ
て
い
る
。

［
参
考
文
献
］

田
中
公
明
、
二
〇
〇
二
、「
チ
ベ
ッ
ト
」、
梁
石

日
ほ
か
『
ア
ジ
ア
新
世
紀
第
三
巻 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
：
解
体
と
再
構
成
』
岩
波
書
店
。

黄
蘊
（
二
〇一〇
）「
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
上
座
仏

教
展
開
の
マ
ル
チ･

エ
ス
ニ
ッ
ク
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
」『
文
化
交
渉
に
よ
る
変
容
の
諸
相
』（
次
世

代
国
際
学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
シ
リ
ー
ズ
）V

o1.2

、
東

西
学
術
研
究
所
、pp.249-269

（http://hdl.
handle.net/10112/3368

よ
り
入
手
）

参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
二
〇一九
年一月一五
日
閲
覧
）

・
国
連
U
N
C
H
R
協
会　

https://w
w

w
.japanforunhcr.org/lp/

refugees?utm
_source=

google&
utm

_
m

edium
=

cpc&
utm

_cam
paign=

JA
_

JA
_U

N
H

C
R_Brand_refugees&

gclid=
C

jw
KC

A
jw

peXeBRA
6Eiw

A
yoJPKrxt

gfjSlF3o1V
0yKy6xzO

nU
jTP9a5m

py_
oI4JU

C
RKIEA

I3A
PnBA

PxoC
tpcQ

A
vD

_
Bw

E

・
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局

http://w
w

w
.tourism

m
alaysia.or.jp/

region/penang/index.htm
l

・
マ
レ
ー
シ
ア
統
計
局 (D

epartm
ent of 

Statistics, M
alaysia, O

ffi
cial Portal)

https://w
w

w
.dosm

.gov.m
y/v1/index.

php?r=
colum

n/cthem
e&

m
enu_id=

L0p
heU

43N
W

Jw
RW

V
SZklW

dzQ
4TlhU

U
T09&

bul_id=
M

D
M

xdH
ZjW

Tk1SjFzTz
N

kRXYzcV
Zjdz09


